
テクノ未来塾 寺子屋フォーラム 

2018年 12月 15日（土） 於 機械振興会館 B3-1会議室 

 

◇実行委員長による本日のメニュー紹介 

 

 

 

◇招待講演の解説 

 



第一部：理事・会員・塾生によるリレー講演 

 テーマ：「私の働く方改革」（働く方の改革中、こんなあんな提案など） 

 

 

 「働く方変革＝変わり、新しいことをはじめ、未来を創る！ と決めて実践してみたら・・・」 



 

「はい、今の講演について意見・質問のある人！」 

 

 「企業経験 28年、大学生活 23年の経験から、“深は新なり、新は深ならず”と」 



 

全体総括：阿部理事長 

「7名の発表がそれぞれ素晴らしくて、今日はメモ取るのをやめました・・・」 

 

 「好きなこと、得意なこと（余人をもって代えがたい）、社会のために役に立つこと」を・・・ 



第二部 招待講演 

「働く喜び・未来のかたち」へ 

変わる社会・転職市場、キャリア戦略から見る  

技術者の”働く方変革” 

 

 



講師：藤井 薫 先生 

株式会社リクルートキャリア リクナビNEXT編集長 

リクルート経営コンピタンス研究所 エバンジェリスト 

 

 

 



 

「情報が人間を熱くする」 

このビジョンに心惹かれて、リクルートに入社しました。 

以来、働く喜び 伝道師 （エバンジェリスト）としてHR遍執30年・・・ 

 

深い共感と自らを突き動かす理由がカギ・・・タレント・セントリックの時代へ 



 

変化を仕掛ける側へ、主権移動 経験資源の多重活用・多中心へ 

情報よりも情熱を語ろう、技術者の言葉で。 

 

 



 

 

■「技術者と働く喜び」の彼方にあるもの 

【工】：天/自然の恵みを、地/人間に繋ぐ技の意  

【喜】：神を楽しませるため 太鼓を打ち祈る意 

自分を超えた「おおいなるもの」へ祈りを込めて働く意 



懇親会 

乾杯・懇談 

プロジェクト/サークルの活動紹介 

 
 

 



 

懇親会にて 

塾生の話に真摯に耳を傾け、相手に響くように心をこめて語りかける藤井先生 

（みんな飲んでいるのに、藤井先生はビールグラスを脇に置いて・・・） 

 

イノベーションは「へん」から起きる。 

いちばん遠くの対極に行くことです、遠い価値観、安穏の対極へ。 

辺境からものを見、考え、編集し、変革を起こす。 

 

＜自ら機会を創り出し、機会によって自らを変えよ＞ 

これはリクルート創業者の言葉。毎日自分に問いかけています。 
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